
 

＜概要＞
  1995年度のBWR型原子力発電所における放射性廃棄物管理の状況を、放射性気体廃棄物、放射

性液体廃棄物及び放射性固体廃棄物についてまとめた。

＜更新年月＞ 
1997年03月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  実用発電用軽水型原子炉施設の設置者は、放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の放出に際

しては「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する指針について（昭和50年原子力委員
会、平成元年一部改訂）」により、放出管理目標値を定め、これを超えないように努めることと
している。また、放射性固体廃棄物については、ドラム缶等に封入し、所定の固体廃棄物貯蔵庫
等に保管管理することとしている。

   表１ に、BWR型原子力発電所における放射性廃棄物管理の状況を示した。このなかで、放射
性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物については、全てのBWR型原子炉施設の年間放出実績（＝原
子炉施設合計；運転中：26基、2,283.9万kW）と年間放出管理目標値を掲示した。また、放射性
固体廃棄物については、固体廃棄物貯蔵庫等に搬入された年間の発生量と累積保管量のほか、青
森県六ヶ所村の低レベル放射性廃棄物埋設センター（日本原燃（株））への搬出量（＝搬出減容
量）について明示した。 

  この結果によると、放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物の放出量は、全BWR型発電所にお
いて放出管理目標値を下回っている。

  なお、表１の中の単位・記号等の意味は、次のとおりである。
  （1）放射性固体廃棄物のドラム缶の本数は、200リットルドラム缶換算本数である。その他の

種類の放射性固体廃棄物は、ドラム缶に詰められない大型機材等であり、その発生量及び累積保
管量は200リットルドラム缶に詰めた場合に相当する推定本数で示した。

  （2）表中のＮ．Ｄ．の意味は、測定時において検出限界以下であったことを示す。

＜関連タイトル＞
 原子力発電所における放射性廃棄物管理の動向（2005年度まで） (02-05-03-01)

 平成7年度PWR型原子力発電所における放射性廃棄物管理の状況 (12-01-03-33)
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